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資料-2　鬼瓦の施工方法





















第３章　調査

第１節　破損調査
調査は、雨水浸入による損傷の進行が予測され
る瓦葺屋根及び茅葺屋根、並びに回転などの動作
に不具合のある回り舞台を対象に行った。屋根調
査は高所作業車を使用して実施した。

1.瓦葺屋根
過去の修理履歴からは、昭和11年に屋根替えと
舞台下手化粧部屋の下屋増築、昭和24年に屋根の
葺き替え工事が行われたことが確認できる。その
後、部分修理が行われている。

（1）瓦葺屋根瓦の仕様（修理前）
［本瓦葺屋根／舞台］
大半の軒丸瓦は建築年とされる明治期に多く見
られる蛇の目紋であった。仕様は、平瓦は7.5寸
版・3枚掛・4寸働き、丸瓦は6.5寸働き、軒丸瓦は
蛇の目紋丸巴（径≒13.8㎝）である。
［桟瓦葺屋根／舞台］
軒桟瓦は本葺き瓦屋根と同じく明治期に多く見
られる蛇の目紋が多数確認できた。仕様は桟瓦は
切落桟瓦64版、軒桟瓦は蛇の目紋万十瓦である。
舞台西面では石持万十や万十瓦も確認された。
［桟瓦葺屋根／化粧部屋］
化粧部屋の屋根は様々な仕様の瓦を使用してい
た。多く使用の仕様は、桟瓦は切落桟瓦64版、軒
桟瓦は模様入り鎌軒瓦である。
［隅棟］
隅棟４箇所の鬼瓦は全て仕様が異なり、北西は
鳩、南西は梅、北東及び南東は宝珠の文様であ
る。熨斗瓦は鬼瓦の背高さにあわせて2段から4段
で納め、衾瓦は通常のものとは形が異なり平瓦と
丸瓦を組み合わせて製作されている。

（2）破損状況
雨水浸入により瓦葺屋根全体に葺き土粘土が流
出して瓦のズレが発生すると共に、湿潤等による
瓦の劣化が進行していた。特に茅葺屋根軒先の雨
落箇所での瓦の劣化は著しく、野地板への雨水の
浸入が確認された。
また化粧垂木の軒先高さは舞台下手側に向かう
ほどに下に垂れている。

（3）破損の原因
本葺平瓦は葺巾と割り付けの関係により丸瓦を
据える粘土を多く使用することで雨水が浸入しや
すい状態となっていた。特に茅葺屋根軒先では、
落下した茅の堆積物に溜まった雨水は葺き土に浸

透しやすく、葺き土粘土は一層乾燥し難くくな
り、瓦の破損の進行が他の場所より進んだ原因と
推測できる。

▲本瓦葺屋根／舞台正面　軒丸瓦は蛇の目紋

▲桟瓦葺屋根／舞台背面　軒桟瓦は蛇の目紋万十瓦

▲桟瓦葺屋根／舞台西面　蛇の目紋万十瓦と万十瓦

▲蛇の目万十瓦
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▲桟瓦葺屋根／化粧部屋　軒桟瓦は模様入り鎌軒瓦

▲模様入り鎌軒瓦

▲隅棟／北西　鬼瓦は鳩の文様　熨斗は4段で納める

▲隅棟／南西　鬼瓦は梅の文様　熨斗は3段で納める

▲舞台正面の本瓦葺屋根　全体に劣化が進行している

▲舞台正面の本瓦葺屋根　全体に瓦のズレが確認できる

▲本瓦の葺き土　粘土が流出し湿潤状態にある

▲桟瓦の葺き土　葺き土が流出している
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第４章　施工

第１節　瓦屋根工事
1. 内容
（1）概要
瓦葺屋根工事は新しい瓦を用いる全面葺替え工
事とし、屋根下地は現状復帰とした。
使用する瓦は建築当時と同等の仕様で製作し
た。分解した瓦のうち保存資料とすべき瓦は場内
に保管した。破損した瓦屋根下地の野地板、野垂
木、広小舞等は、再使用可能なものは繕い、そう
でないものは新しい材料に交換した。
野地板分解時に舞台下手の化粧隅木の折損が確
認された。調査を行い、土庄町と香川県を通じて
文化庁に対して計画申請変更を行った。また舞台
下手側における化粧垂木の垂れ下がりは隅木折損
がその原因の一つと考えられるため、折損した隅
木の修理と同時に化粧垂木の高さ修理を行った。
あわせて化粧垂木の軒先高さの変化を瓦撤去前、
撤去後、施工後の工程別に計測し記録した。

（2）工期
工事は令和2年7月21日に着工し、令和3年2月26
日に竣工した。工事期間は約7ヶ月である。

2. 実施仕様
実施にあたっては詳細な実施仕様を定めて監理
主任技術者の指示に従い施工した。

（1）仮設工事
屋外足場は単管足場とし建物が接する道路側足
場には点滅灯等の安全対策を行った。

（2）分解工事
分解前に瓦の種類別に製造年と文様など仕様を
改めて調査した。四隅の鬼瓦の形状は何れも異な
る。北西の鬼瓦には明治33年のヘラ書きを確認し
た。建築時のものと考える主要な瓦と同時期のも
のである。南西部の鬼瓦には刻印が確認できた。
分解した瓦は種類別に分類し資料とするものは
場内に保管し、破損した瓦及び余剰の瓦は島外に
運搬し香川県認定の処理施設にて処理した。
瓦等撤去後、屋根下地の調査を行い記録を作成
した。

▲外部足場　舞台正面（北面）

▲外部足場　舞台背面（南面）

▲瓦降ろし　舞台正面（北面）

▲瓦降ろし後、葺き土撤去前　舞台正面（北面）
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（3） 瓦の製作
［分解調査］
分解した瓦は種類別に分類し特徴等を調査した
うえで、瓦の割付け等施工条件との整合性を図り
ながら新たに製作する瓦の形状調整を行った。

［本瓦］
丸瓦は原形の仕様に近い長屋版（巴径約142㎜）
蛇の目紋の型を用いて製作した。
平瓦は側面及び背面に水返しのある仕様とし
た。瓦横巾は平瓦同士が接する部分（丸瓦の下）
の空き寸法が広くなり過ぎないよう、割り付けか
ら瓦横巾を求め、8寸版平瓦の型を用いて7.6寸働
き幅の寸法で製作した。

［桟瓦］
桟瓦は水返が付く64版の型を用いて製作した。
原形の桟瓦は隅が直角ではなくやや鋭角に仕上げ
ており、風などによる瓦のズレを抑えるための技
術と推測できる。機械製造には不向きな形状のた
め一般の流通製品は直角に仕上げている。本件で
は原形と同等の形状に加工し製作した。
軒瓦は新たに蛇の目文様及び軒凹部の木型をつ
くり瓦を製作した。軒瓦は試作品を製作し監督職
員の承認のうえ製作に着手した。

［衾瓦］
原形は平瓦に丸瓦を接合し中央部を楕円形に刳
り抜く特殊な形状である。原形を採寸し同等の形
状となるよう製作した。

［鬼瓦］
北西の鬼瓦には鳩の文様があり明治33年寄附の
ヘラ書きが確認できた。北西以外の文様は宝珠が2
点と梅が1点で、北東の鬼瓦は破損していた。
鬼瓦と熨斗瓦の納まりは北西と北東が4段に対し
て南東と南西は3段で、南西は鬼側の背に納まらな
い状態となっていた。
これら情報から北東の製造年が確認できた鬼瓦
を建築時の形状と設定して他3箇所の鬼瓦を新たに
製作することにした。外形は北東の鬼瓦同等とし
て四隅に波形を配置し、中央には他の2点に使用さ
れていた宝珠の文様を配置する案を提案した。鬼
瓦及び隅棟の納まり原寸図を作成したうえで協議
検討し、提案した案で製作することを承認した。
承認後、鬼瓦の１基を製作し監督職員の承認の
うえ製作に着手した。
北西の隅鬼瓦は、原形のまま耐候性を維持でき
るよう再焼成のうえ燻し処理を行い再使用した。

［刻印］
新たに製作した瓦には刻印を入れた。

▲本瓦　軒瓦　左は製作物、右は原形

▲本瓦　平瓦　左と中央は製作物、右は原形

▲桟瓦　隅は原形に倣い鋭角に調整加工した

▲桟瓦　蛇の目紋の製作　左は木型、右は製作品
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▲桟瓦　凹部の製作　凹部の木型

▲桟瓦　軒瓦の製作

▲衾瓦　原形

▲衾瓦　復元した製品

▲北西の鬼瓦　分解直後　製作鬼瓦外形の基本形とした

▲北東の鬼瓦　再焼成・還元処理後

▲新たに製作の鬼瓦　1基を製作し監督職員が確認

▲刻印
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（4）屋根下地工事
［分解調査］
野地板は、過去の修理で交換された比較的新し
い材と以前の古い材が混じり合った状態であるこ
とが瓦葺屋根面全体で確認された。
舞台正面側では野垂木や裏甲の破損が確認され
たため全ての野地板を取り外し状態を調査した。
調査において舞台下手の野隅木の折損が確認され
たため事業者に報告し、計画変更申請を行うこと
となった。

［野地板・野垂木・広小舞・破風板］
野地板は舞台正面側の全ての野地板を取り外
し、健全な材の一部を他３方の屋根の破損部に流
用し修理に用いた。舞台正面側は他3面への流用後
に残る健全な材及び必要最小量の新しい材を用い
て修理した。野垂木は舞台正面側では30本及び舞
台上手側ケラバ部分の１箇所を交換した。広小舞
は舞台上手側及び舞台背面側の一部を交換した。
破風板は高さ調整を行った。
［桟木］
桟木は防腐処理したスギ15×30㎜とし、横桟木
には水抜き穴を加工した。本瓦の竪桟木は抱き合
わせて施工した。なお本瓦の防水シート及び桟木
の施工は、舞台下手の野隅木修理後に実施した。

▲瓦降ろし後の野地板　舞台背面（南面）

▲瓦降ろし後の野地板　舞台下手（東面）
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　　▲屋根下地　修理箇所



▲野地板を取り外した状態　舞台正面（北面）

▲破損した裏甲　舞台正面（北面）

▲破損した垂木　舞台正面（北面）

▲舞台下手野隅木　折損の状態

▲舞台下手野隅木　折損の状態

▲桟木　水抜き穴

▲桟瓦の桟木

▲本瓦の桟木

22



（5）瓦施工
［瓦下の銅版］
茅葺屋根軒先の雨落ち部分に厚0.3㎜の捨て銅板
を敷いた。本瓦は瓦4枚分相当の長さを桟木上に敷
き、桟瓦は2枚の各瓦の下に敷いた。
［本瓦、桟瓦］
本瓦は瓦座を新たに製作し平瓦は桟木釘留めと
した。丸瓦は南蛮漆喰で固定し全数を銅線で留め
付けた。軒桟瓦と桟瓦は桟木に釘留めとした。
［隅棟］
北西鬼瓦は元の位置に設置し、他四隅は新しく
製作した鬼瓦を設置した。熨斗瓦は先端部を4段と
して、衾瓦は南蛮漆喰で固定し銅線で留め付けた。

▲本瓦　捨て銅板

▲桟瓦　捨て銅板

▲本瓦　平瓦施工　瓦座は瓦にあわせて新たに製作した

▲本瓦　丸瓦は南蛮漆喰で固定し全数を銅線で留め付け

▲桟瓦　釘留め

▲南西の鬼瓦

▲南西の隅棟　熨斗瓦は４段
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